
（１）社会参加と居場所の充実

（予算・決算額の単位：千円）

事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

54 芦屋三大まつりでの交流
※

＜再掲＞

市民参画課
経済課
公園緑地課

「芦屋さくらまつり（４月）」・「芦屋サマー
カーニバル（８月）」（市民参画課），「あしや
秋まつり（１０月）」（経済課）の三大まつりを
通じて，世代間交流を図る。

実施 実施
達成または
達成予定

継続

2,215
(市民参画

課)
2,010

(経済課)
2,513

(公園緑地
課)

3,490
(市民参画

課)
2,006

(経済課)
2,444

(公園緑地
課)

◆大人から子どもまで幅広い，世代の交流
を図ることを目的に「芦屋さくらまつり」
の開催を準備していたが，荒天の為，中止
した。(市民参画課)
◆第２５回あしや秋まつりは，地域のコ
ミュニティー作りの一環として，子どもか
ら高齢者までが参加した。(経済課)
◆子どもが安心して参加できる安全なイベ
ントの開催を目指し，警察等の関係機関と
協議して警備体制を整えることにより，大
人から子どもまで幅広い世代の交流を図れ
た。(公園緑地課)

◆子どもが安心して参加できる安全な「芦
屋さくらまつり」の開催に取り組んできた
が，中止基準を見直し，火気の取り扱いに
注意することを今後検討する。(市民参画
課)
◆継続して実施(経済課)
◆安全管理の向上のため，２５年度から駐
輪場警備を警備会社に委託したが，引き続
き，２６年度も警備会社に委託する予算を
確保した。(公園緑地課)

◆「芦屋さくらまつり」に子どもが安心し
て参加できるよう安全に開催するために，
中止基準等を見直し，火気の取り扱いに注
意し，大人から子どもまで幅広い，世代の
交流を図るようにする。(市民参画課)
◆継続して実施(経済課)
◆子どもが安心して参加できる安全なイベ
ントの開催を目指し，会場周辺居住者及び
来場者への警備体制の確保する。(公園緑
地課)

55 市民フェスタ
※

＜再掲＞
市民参画課

市内のＮＰＯ団体の子育て支援活動を含む活動の
発表及び市民との交流により地域での子育ての意
識の向上を図る。

実施
（年１回）

継続
（年１回）

達成または
達成予定

継続 － －
子育て関連の団体も運営に携わり，市民活
動センターにて6月1日に行われた。
参加者463人

子育てに関連するＮＰＯ間の連携が取れる
よう交流を図るように支援した。

子育てに関連するＮＰＯ間の連携が，密に
出来るように交流会等において支援する。

116
次代の親の育成のための保育
体験
＜再掲＞

こども課
子育てセンターで，夏休み等に次代の親となる
中・高・大学生に保育体験の場を提供する。

実施 実施
達成または
達成予定

継続 － －

市内中学校のトライやるウィークで9名が
実習。その他，武庫川女子大学3名，兵庫
医療大学5名，兵庫県立大学2名の実習体験
参加

次代の親となる学齢期の保育体験・ボラン
ティア受入れについてＰＲしたが，中・
高・大学へ学校訪問までには至らなかっ
た。

保育体験，ボランティアの受入れを継続し
て実施

131
ネット社会における情報の正
しい理解と判断の育成
＜再掲＞

児童セン
ター
学校教育課
打出教育文
化センター
青少年愛護
センター
公民館

携帯電話やパソコン等，情報機器の適正な利用
や，発信される情報の適正な判断能力を養うため
の情報教育を行う。

実施 継続
達成または
達成予定

継続

事業№142
で一括計上
(打出教育
文化セン

ター)
協働先団体

負担
(公民館)

協働先団体
負担

(公民館)

◆ジュニアパソコンクラブで情報教育を
行った。
２４年度　２８回　２７９人
２５年度　２５回　２１８人(児童セン
ター)
◆携帯電話及びインターネットに関する実
態・意識調査を実施し，芦屋市の実態を今
後の具体的な教育活動に活かすよう努め
た。(学校教育課)
◆携帯依存，ネットいじめ，ネット誘引，
ネット詐欺等の実態やその対処方法等につ
いて学び，保護者会などでも伝えられるよ
うに研修した。(打出教育文化センター)
◆フィルタリング利用啓発用パンフレット
配布(青少年愛護センター)
◆家庭教育講座(全３回)のうちの第３回で
「スマホやポータブルゲーム機に潜む危
険」と題して講座開催。
　■開催日：１１月９日
　■参加者数：１１０名
　■講師：兵庫県情報セキュリティサポー
ター篠原嘉一氏(公民館)

◆講師の指導のもと，適切なカリキュラム
を実施した。(児童センター)
◆実態調査の結果を冊子にまとめ，学校及
び保護者等に情報発信，啓発を行った。
(学校教育課)
◆情報モラルや情報発信のモラルについ
て，教職員が認識を深め，指導するための
研修を実施した。(打出教育文化センター)
◆ネット環境の研修ができなかった。(青
少年愛護センター)
◆協働先団体と協議をし，現在の問題点か
ら講座テーマを検討・企画した。(公民館)

◆継続して実施(児童センター)
◆実態調査結果の状況を具体的に活用した
情報モラル教育を実施するとともに，情報
モラルサイバー対策等の研修を充実する。
(学校教育課)
◆研修の参加人数の増加をめざし，努力す
る。研修したことを実際の指導に生かす。
(打出教育文化センター)
◆携帯，スマホ等の利用についての研修会
の開催(青少年愛護センター)
◆協働先団体と協議をし，現在の問題点か
ら講座テーマを検討・企画する。(公民館)

140
環境教育推進事業
＜再掲＞

学校教育課
小学３年生全員を対象に里山・田や畑・川や海岸
において環境体験活動を実施する。

実施 継続
達成または
達成予定

継続
事業No141

で一括計上
事業No141

で一括計上
芦屋市内や阪神間における自然を生かした
環境体験を行った。

同じ場所に何度も行くなどして，継続的な
観察を行うことができた。
活動の内容については，児童の実態を踏ま
えて考えていく必要がある。

地域の自然の中で，自然観察等体験的な学
習活動を通して，豊かな心や自己を見つめ
る力の向上を図る。
活動プログラムを精選する。

141
自然学校事業
＜再掲＞

学校教育課
小学５年生全員が家庭を離れ，４泊５日の野外活
動宿泊を実施する。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 14,890 13,506
普段経験できないような活動や協働して行
う活動を多く行い，心身の向上を図った。

「自然学校」だけではなく，事前・事後学
習も充実を図った。

地域の自然の中で，自然観察等体験的な学
習活動を通して，豊かな心や自己を見つめ
る力の向上を図る。
活動プログラムを精選する。

147
トライやる・ウィーク
＜再掲＞

学校教育課

地域社会や豊かな自然の中で，保護者や地域のボ
ランティアの協力を得て，公立中学校２年生全員
が職場体験活動，文化活動，ボランティア活動等
の様々な体験活動を行う。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 4,200 4,200

市内の中学２年生５０６名が５月～６月中
の５日間，保育所，幼稚園，福祉施設，個
人商店等９３の事業所で指導を受けながら
地域と交流する活動を実施した。
事業所数：H21→80ヶ所　H22→93ヶ所
H23→97ヶ所  H24→96ヶ所  H25→ 93ヶ所

中学生の心の教育という原点がうすれるこ
とのないよう，新規事業所に対し丁寧に趣
旨説明し，指導上の留意点を伝える。

生徒数の増加を踏まえ，ある程度の活動内
容の選択肢を確保できるよう，受入先の確
保を関係団体との連絡を密にして進める。

192
青少年センターでの事業
＜再掲＞

青少年育成
課

青少年の交流を目的とした事業を夏休みや四季を
通じて実施する。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －

子どもの居場所づくり事業について（特）
芦屋市体育協会が独自事業として継続して
実施した。(卓球，ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ，ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ，
ｷｯｽﾞﾃﾆｽ，ﾀｸﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ，女子ｻｯｶｰ，陸上，ｿﾌ
ﾄﾃﾆｽ)

継続して実施 継続して実施

①社会参加の機会の拡大

平成２５年度芦屋市次世代育成支援対策推進行動計画【子ども・若者支援編】　事業一覧

基本目標６：子ども・若者の成長と自立に向けた支援

1 平成２５年度芦屋市次世代育成支援対策推進行動計画【子ども・若者育成支援】



195
中高生をリーダーとするボラ
ンティア等の活動
＜再掲＞

青少年育成
課

中高生の自主性を尊重し，かつ，地域で次代の社
会を担う大人になるための資質を養うことができ
るよう，リーダーの育成・支援を行う。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －

芦屋市子ども会連絡協議会と連携し，ジュ
ニアリーダーを募り，地域子ども会事業や
キャンプに向けての会議をひらき，リー
ダー派遣をした。

ジュニアリーダーが育てば，市内イベント
等の活性化にも繋がるため，ジュニアリー
ダーの育成に尽力した。

継続して実施

2 平成２５年度芦屋市次世代育成支援対策推進行動計画【子ども・若者育成支援】



事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

196
中高生向けの文化，スポーツ
活動
＜再掲＞

生涯学習課
コミスクと連携して，子どもがスポーツ・文化活
動に参加する機会を増やす。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 28 22 コミスク合同文化展の開催

より多くの方に見ていただけるよう，実施
する側のコミスク担当者等の負担軽減を図
り，会場の検討を行い展示パネルの配置を
変更した。

継続実施をするにあたり，観覧者を増やす
よう努める。

257 成人式の企画･運営
青少年育成
課

新成人が成人式の企画･運営をし，大人への第一歩
を踏み出す機会を作る。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 1,000 1,000
新成人が自らの成人式を実施するために，
協議し，成人式の企画･運営を行った。

成人式企画チームから定期的に連絡を受
け，成人式を円滑に実施するための調整を
行った。

継続して実施

258 青少年リーダーの育成
青少年育成
課

近隣の大学生･高校生を集めて地域のイベントを行
うリーダーを養成し，地域社会に参加する機会を
作る

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －

青少年リーダーを募り,応募があった３２
名を青少年リーダーとして登録した。地域
子ども会事業やキャンプに向けての会議を
ひらき，リーダー派遣をした。

数多くの青少年リーダーが育てば，市内イ
ベント等の活性化にも繋がるため，青少年
リーダーの募集に尽力した。

継続して実施

259 出会いサポート事業
地域福祉課
青少年育成
課

兵庫県が実施する縁結びプロジェクトの広報やチ
ラシの配布を通じて啓発に努める。

実施 継続
達成または
達成予定

充実 － －

◆県から何も啓発依頼等がありませんでし
たので特に市単独で事業の実施はありませ
ん。(地域福祉課)
◆兵庫県が実施する縁結びプロジェクトの
広報やチラシの配布をした。(青少年育成
課)

◆啓発依頼があれば広報，チラシの配布を
行う。25年度については，県からの依頼が
なかったため未達成(地域福祉課)
◆兵庫県が実施する縁結びプロジェクトの
広報やチラシの配布をした。(青少年育成
課)

◆兵庫県が実施する縁結びプロジェクトの
広報やチラシの配布を通じて啓発に努め
る。(地域福祉課)
◆継続して実施(青少年育成課)

※事業№54「芦屋三大まつりでの交流」事業について，現在は「芦屋三大まつり」という名称は使用されていない。なお，「芦屋サマーカーニバル」の担当課は平成２３年度から公園緑地課に変更。

※事業№55「市民フェスタ」事業について，現在は「市民活動フェスタ」に名称を変更。

事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

77
子育て支援センター
＜再掲＞

こども課

（仮称）福祉センターに子育て支援センターを開
設し，子育てセンター，家庭児童相談室，ファミ
リー・サポート・センター等を１か所にまとめ，
更に学齢期の居場所事業を行い，子育て支援の拠
点とする。

実施
実施

（２２年度）
達成または
達成予定

充実 270 159

子育て支援センター「チャイルド・プラ
ネット芦屋」では相談機能を充実させ，ス
タディルーム，ミュージックスタジオの本
格実施，運動室の開放事業など学齢期の居
場所事業を行い，子育て支援の拠点とし
た。

つどいのひろば「むくむく」をはじめ，子
育て支援事業の充実をはかる様々なイベン
トの開催と学齢期への居場所づくり事業の
定着化などさらに利用者が増加するよう取
り組んだ。

各事業を定着させ，継続して実施

144
適応教室「のびのび学級」
＜再掲＞

学校教育課

不登校傾向の子どもたちのために設置されたス
ペース。子どもたちが自分で考え，学習し，相談
を受けたりしながら，体験を通して自分自身や対
人関係に自信を持ち，自立する力を培うことで学
校へ復帰できるよう援助する。

実施 充実
達成または
達成予定

継続 4,736 4,474
月～金曜の９：３０～１３：３０に開室
指導主事１名と再任用教諭１名及び指導員
６名人，家庭訪問指導員２名の体制で実施

学校や他の関係機関との連携を深め，情報
共有を常に行うとともに，チャレンジ登校
を積極的に進めるなど，再登校に向けて取
り組みを進めた。

再登校に向けて，学校や他の関係機関との
連携をさらに密にし，情報共有を図る中で
児童生徒の実態に応じた指導方針を決定し
取り組みを進めるとともに，市内全体の不
登校児童生徒の減少に向けた取り組みも進
めていく。

155
地区集会所の有効活用
＜再掲＞

市民参画課
地区集会所を地域のコミュニティ活動の場として
提供する。

実施 充実
達成または
達成予定

充実 128,222 127,997
竹園地区集会所を建替え，奥池地区集会所
にハイカー用トイレも設置した。

乳幼児，子どもから大人までの幅広い世代
のコミュニティ活動の場や講座などへの参
加と交流の機会を提供した。

乳幼児，子どもから大人までの幅広い世代
が集い，交流する，地域のコミュニティと
生涯学習活動の場にする。

156
その他公的施設の空きスペー
スの開放
＜再掲＞

福祉セン
ター
健康課
児童セン
ター
教育委員会
管理課
青少年育成
課

子どもの居場所づくりを推進するため，公的施設
の空きスペースの有効活用を図る。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －

◆該当なし(福祉センター)
◆福祉センター内に貸室もありニーズもな
いため現在のところ実施なし。(健康課)
◆遊戯室を月１回・水曜に子育てグループ
に無料貸出し(児童センター)
◆校庭開放やコミスク活動などに提供し
た。(教育委員会管理課)
◆アリーナの半面を毎月第２・４土曜の１
２～１７時まで青少年に開放し，卓球・バ
ドミントンを実施，川西運動場を月～水曜
の午後市民に開放（体育館）(青少年育成
課)

◆該当なし(福祉センター)
◆福祉センター内に貸室もありニーズもな
いため現在のところ実施なし(健康課)
◆継続して実施(児童センター，教育委員
会管理課，青少年育成課)

◆該当なし(福祉センター)
◆ニーズがあれば対応検討(健康課)
◆子育て支援事業だけでなく，児童健全育
成事業も加える。(児童センター)
◆継続して実施(教育委員会管理課，青少
年育成課)

157
世代を超えて集える遊び場
＜再掲＞

こども課
いつでも気軽に世代間，異年齢交流が図れるよ
う，世代を超えて自由に集える場づくりを推進す
る。

実施 実施
達成または
達成予定

継続 － －

福祉センター運動室での世代を超えて自由
に参加できる運動室の開放事業の実施
月曜～日曜　9時～21時（小学生19時，中
学生20時）のうち，曜日によって午前・午
後・夜間のいずれかを指定して開放（最大
1日3回，但し休日・祝日は17時まで）
25年度4月1日～3月31日　 6,311人

福祉センターの運動室事業において，子ど
も中心の居場所としての開放事業を求め，
協議して家族とともに，また地域の方々と
ともに自由に集える開放事業が可能となっ
た。（他の事業があるときは除く）

継続して実施

②気軽に集える居場所づくり
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事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

177
自習室の設置
＜再掲＞

児童セン
ター

子どもが自由に来て学習ができるよう，自習室を
開放する。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －

月～土曜の９時半～２０時まで開放（定員
約１０人）学生から成人まで幅広い層が利
用
２４年度　１，２５５人
２５年度　１，２６５人

継続して実施 継続して実施

260 図書館のフリースペース 図書館
学習するだけでなく自由に憩える場を整備し，市
民に開放する。

実施 実施
達成または
達成予定

継続 　　　　－ 　　　　－
子ども・若者に限定はしていないが，誰で
も利用できるようにリフレッシュルームを
設置している。

子ども・若者の居場所確保のための特別な
取り組みみは実施していないが，誰もが気
持ちよく利用できるようにリフレッシュ
ルームを開放している。

既に図書館で開放しているスペースについ
ては子ども・若者も含め，来館者が気持ち
よく利用できるように努める。

（２）地域で支える仕組みづくり

事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

7
女性の悩み相談
＜再掲＞

男女共同参
画推進課

夫婦間や家族間に生じる問題，心の悩み等，女性
の視点から専門相談員が相談に応じる。

実施 充実
達成または
達成予定

充実 852 816

家事相談：第１土曜日の１０～１２時の２
枠，第３金曜日の１１～１６時の４枠に面
接により実施
心の悩み相談：第１・２・４・５金曜日の
１１～１６時の４枠に面接により実施

家事相談件数　２７件
心の悩み相談件数　９７件
相談員でケース検討会議を行った。

こども課の「児童虐待防止」啓発活動とあ
わせて実施した「女性に対する暴力をなく
す運動」街頭キャンペーンで，女性の悩み
相談の周知を図った。
また，女性の悩み相談の結果，具体的支援
が必要な案件についてはＤＶ相談室につな
ぐ等，連携を図った。

相談事業について，毎月広報あしや，ホー
ムページに掲載したり，市内広報掲示板に
ポスターを貼るなどして周知に努める。
また，必要に応じて，ＤＶ相談室との連携
を図る。

8
民生委員・児童委員による相
談，指導
＜再掲＞

地域福祉課
各地区において地域住民の生活に関する相談，支
援や，ひとり親家庭，障がい者等の福祉行政への
協力を行う。

実施
（１１３人）

継続
（１１５人）

達成または
達成予定

継続 8,722 8,598

こんにちは赤ちゃん訪問事業として，保健
センターの訪問指導員が生後4か月までの
赤ちゃんの家庭訪問を実施した際，希望が
あれば民生委員・児童委員，福祉祉推進委
員が手作りのスタイを持参し，相談を受け
るなどして，地域で身近に相談ができるこ
とを市民に知ってもらった。

子育て中の家庭が，地域の民生委員・児童
委員に子育てについて相談できることを周
知した結果，全体の1/4の家庭を訪問する
ことができ，活動が次第に定着しつつあ
る。

今後も民生委員・児童委員の欠員がでない
よう努め，地域住民の生活に関する相談等
の支援をする。また，現在の取り組みを進
めることで，地域の子育て相談相手として
更なる周知を図っていく。

12
家庭児童相談
＜再掲＞

こども課
家庭児童相談員が家庭の養育についての悩みや心
配ごとの相談に応じる。また子どもの虐待に関す
る相談・指導等適切な対応を行う。

実施
充実（相談員

の増員）
達成または
達成予定

継続 13,493 13,477

・子育て支援センターとして包括的に活動
し，併設する保健センター他関係機関との
連携強化・相談機能の充実を図った。
・こども課主催で子育て支援者及び担当職
員研修会を年間３回実施し，資質の向上に
努めた。

研修は，安心こども基金「児童虐待防止対
策緊急強化事業」（県補助）が終了したた
め，「児童虐待防止対策支援事業」（国補
助）を活用（25年度）研修の継続，充実に
努めた。

児童家庭相談システムの導入を行い，虐待
相談や通報対応を迅速に行い，相談体制を
充実させる。

20
カウンセリングセンターの電
話，面接相談
＜再掲＞

学校教育課
保護者を対象に，不登校，無気力，非行，性の問
題等の子どもや親子関係等の悩みについて，電
話，面接による相談を実施する。

実施
（電話：週３日
10：00～16：00
・面接：週２日
12：30～16：

30）

継続
達成または
達成予定

継続 3,262 3,202

芦屋市カウンセリングセンターに業務委託
し，打出教育文化センター内で実施
（電話相談）月・水・金の１０時～１６時
（面接相談）月・水の１２時３０分～１６
時３０分
相談件数　H24→429件，H25→404件

学校を通して，ホームページや広報芦屋市
立学校長等を通して市民・保護者等へのカ
ウンセリングセンターの周知を行うととも
に，相談活動の充実を図った。
学校や他の関係機関との連携をさらに深め
る必要がある。

カウンセリングセンターのより一層の周知
を図り，相談機能を充実させ，学校や他の
関係機関との連携を深める。

23
青少年愛護センターの相談
＜再掲＞

青少年愛護
センター

青少年の問題全般について，電話，来所及び訪問
による相談活動を実施する。

実施
（月～金
9：00～
17：30）

継続
達成または
達成予定

継続 － － 継続して実施
青少年問題全般に関する相談に，職員が応
じているが，専門的な人材確保が必要

継続して実施

137
スクールカウンセラー，保健
室の活用
＜再掲＞

学校教育課
子どもが身近なところで気軽に相談できるよう
に，スクールカウンセラーの配置，保健室の充実
を図る。

実施
（５校）

継続
達成または
達成予定

継続 － －

スクールカウンセラーを講師としたカウン
セリングマインド研修を実施したり，保健
室の相談機能を充実させるために養護教諭
の研修を実施する。

実態調査の結果を冊子にまとめ，学校及び
保護者等に情報発信，啓発を行った。

カウンセリングを必要とする児童生徒を担
任教員がスクールカウンセラーや養護教諭
に適切に紹介できるよう校内の連携体制を
高める。

230
労働相談窓口の紹介
＜再掲＞

経済課
労働問題全般に関する相談窓口を紹介し，情報提
供や支援を行う。

実施 実施
達成または
達成予定

継続 72 72

社会保険労務士による相談（解雇・賃金不
払い・年金・社会保険等）窓口を設置（月
１回）し，個別事象にあった相談に応じ
た。

引き続き相談業務を行った。
相談窓口の設置を広報し，利用の促進に努
める。

261 人権擁護事業 人権推進課
特設人権相談所を開設し人権擁護委員が人権に関
する相談に広く対応し，問題解決を図る。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 171 163
・月２回の特設人権相談所を開設
・相談件数１２件

人権問題に関して法務局と連携を図り，早
期解決を図った。法務局と日常的な連絡・
通報体制が取れている。相談事業として定
着している。

人権相談による人権に関する悩み等の早期
解決を図る。

①自立に向けた相談支援
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事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

262
「福祉から就労」
支援事業

生活援護課
生活保護・住宅手当の支援を受けている人，特に
稼動年齢層に力を入れて就労に向けて，ハロー
ワークと連携を図り自立を促進する。

実施 継続
達成または
達成予定

充実 2,460 1,875
ハローワークの出張相談および就労支援を
行った。

ハローワークと連携し，出張相談を実施す
ることで，利便性を向上させた。

就労支援員の確保およびハローワークとの
連携強化を行う。

263 福祉の総合相談窓口
福祉セン
ター

福祉に関する悩み全般を相談員が聞き，解決に向
けた道筋を作る。

実施 実施
達成または
達成予定

継続 3,984 3,720

総合相談窓口として独立したスペースに移
設を行い，利用者にわかりやすい窓口とな
るよう改善した。関係機関との連絡会を毎
月行い，連携を図った。

啓発や，相談内容の検証などを行い更なる
充実を図っている。

さらに充実させて実施

264 市民相談窓口
お困りです
課

日常生活に問題を抱えている市民に対し，問題解
決の糸口や情報提供等のアドバイスにより問題解
決に向けての手助けをする。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 3,414 3,251

子どもに関する相談件数２４件
若者に関する相談件数３件
子どもに関する相談に対して適切な部署や
関係機関を案内することができた。
また，若者相談に関しては，「アサガオ」
への利用も勧めた。

相談には丁寧に対応し，相談内容に応じた
適切な部署や機関を案内した。必要に応じ
関係各課に連絡をとりスムーズに相談に入
れるよう支援した。

相談において，子ども・若者に関する内容
については的確に関係各課，関係機関に繋
ぎ，子ども・若者の健全育成を促す。

265 若者相談
青少年育成
課

困難な状況にある若者に関する相談を受け，本人
や親が抱える課題を見つけ，途切れのない支援を
する。

未実施 実施
達成または
達成予定

実施 2,983 2,958

若者相談センター「アサガオ」を開設し，
若者の相談業務を開始した。
相談日：月・水・土
延べ件数：５８件

若者相談センター「アサガオ」を開設し，
若者の相談業務を開始した。

継続して実施

266 相談窓口の啓発
青少年育成
課

市内の各所に啓発グッズやポスターを設置するこ
とにより，若者相談の場所を周知し，相談に来所
しやすい環境を作る。

未実施 実施
達成または
達成予定

実施 － －
市内の公共施設等に啓発用のポスターを設
置した。

広報誌やホームページに掲載し，市内の公
共施設等に啓発用のポスターを設置して，
相談窓口のＰＲを行った。

継続して実施

267 親への支援
青少年育成
課

支援を必要とする家族が学びあえる場を開催す
る。

未実施 実施
達成または
達成予定

実施 － －

親子のコミュニケーションスキルを高める
セミナーを２回開催した。
円滑な親子のコミュニケーション①１８人
円滑な親子のコミュニケーション②１６人

テーマを検討し，親子のコミュニケーショ
ンスキルを高めるセミナーを開催した。

今後もテーマを検討し，継続実施する。

268 仲間同士の支えあいの支援
青少年育成
課

困難な状況にある若者やその家族が交流し成長し
あえる場のサポートをする。

未実施 未実施 未達成 実施 － － 実施していない。
神戸の取り組みを視察し，芦屋市で出来る
支援を検討した。

２６年度中の実施は困難であるが，若者相
談センター「アサガオ」の相談件数，利用
状況を見ながら，交流し合える場の確保を
検討する。

事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

56
自治会活動への支援
＜再掲＞

市民参画課
自治組織の活動を支援し，地域住民の連帯意識を
深め，コミュニティの活性化を促進する。

実施＊
（８１団体）

継続
（８２団体）

達成または
達成予定

継続 7,210 6,055

自治会のブロック単位での交流を呼びか
け，地域住民の連帯意識を深め，コミュニ
ティの活性化を促進するように支援をし
た。

ブロック単位での，交流が活発でないブ
ロックがあったため，自治会連合会担当三
役を決めて働きかけて交流会等の呼びかけ
をし，コミュニティの活性化の促進に努め
た。

自治会連合会が，研修会などを開催し，連
帯意識を高め，自治会の活動が活発になる
ようにする。

63
地域あいさつ運動の推進
＜再掲＞

防災安全課
学校教育課
青少年愛護
センター

地域での子育て支援，見守り活動として，まちづ
くり防犯グループ等の地域住民による子育て家庭
や子どもへの声掛け，あいさつ運動を促進する。

実施 継続
達成または
達成予定

継続

事業№256
で計上

(青少年愛
護セン
ター)

事業№256
で計上

(青少年愛
護セン
ター)

◆継続して，会議や情報交換の機会提供を
実施し，あいさつを含む地域活動の推進が
図られたものの，一方では活動員の高齢化
や後継者不足等の課題から活動の地域差も
見られた。(防災安全課)
◆幼稚園職員，全保護者，園児が地域とと
もに「挨拶」は生活の基本として実施す
る。まずは身近な大人が積極的に挨拶する
よう心掛け，日々の積み重ねで身につくよ
う心掛けた。(学校教育課)
◆愛護委員の街頭巡視活動を通じて声か
け，あいさつ運動を実施
愛護委員
平成24度183名　平成25年度190名
市内小学校校区ごとに班を編成して活動
(青少年愛護センター)

◆継続して，会議や情報交換の機会提供を
実施し，あいさつを含む地域活動の推進が
図られたものの，一方では活動員の高齢化
や後継者不足等の課題から活動の地域差も
見られた。(防災安全課)
◆幼稚園教育要領のねらいの一つである
「身近な人と親しみ，かかわりを深め，愛
情や信頼感をもつ」ことのスタートとして
も今後も継続していく。(学校教育課)
◆班集会及び役員会の開催での情報の共有
化ができた。(青少年愛護センター)

◆各地域における活動内容や継続への課題
の把握(防災安全課)
◆継続して実施(学校教育課)
◆愛護委員の街頭巡視活動を通じて声か
け，あいさつ運動を実施
愛護委員の研修実施
市内小学校校区ごとに班を編成して活動の
継続(青少年愛護センター)

②地域のネットワークの充実
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事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

66
コミュニティ・スクールへの
支援
＜再掲＞

生涯学習課
学校等において地域住民がスポーツ，文化，レク
リエーション等を通じてコミュニティを深める活
動に対して，支援する。

実施
（９コミスク）

継続
達成または
達成予定

継続 3,389 3,175

補助金：
年額270千円／１コミスク
年額118千円／協議会
その他経費（保険料，施設補修費等）

補助額に変更は無いが，使途等について
は，毎回，有意義な事業実施のための協議
等，行っている。

継続して取り組む。

67
あしや市民活動センター
＜再掲＞

市民参画課
市民団体の協働の拠点として，子育て支援その他
市民団体の活動に関する情報交換・団体間の交
流・ネットワーク化を支援する。

実施
（登録２６３団

体）

継続
（登録３３７

団体）

達成または
達成予定

充実
（登録数の増

加）
16,968 16,813

市民団体の協働の拠点として，子育て支援
等の市民活動団体相互の交流とネットワー
ク支援を11事業実施し，605名と7団体が行
なった情報交換・団体間の交流・ネット
ワーク化を支援した。

あしや市民活動センターの利用を促進し，
子育てに関連するＮＰＯ間の交流及び連
携・ネットワークを支援した。

あしや市民活動センターで行う事業を季刊
誌，ホームページ等で周知し，団体間の交
流，ネットワーク化を継続して支援する。

69
保護司会等関係団体との連絡
会
＜再掲＞

地域福祉課
保護司会関係団体との連携を図るために，連絡会
議を行う。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －
社会を明るくする運動を実施するため，関
係団体（警察・ＰＴＡ協議会・交通安全協
会等）と連絡会を開催

「市民の集い」をはじめ，「ビデオ鑑賞
会」，「公開ケース研究会」を開催するな
ど，青少年がかかえている問題点を各立場
になって研究した。

保護司会関係団体との連携を図るために，
連絡会議を行う。

70
芦屋市地域福祉推進協議会
＜再掲＞

地域福祉課
児童，高齢者，障がい者に関する地域での課題解
決のため，市全体の地域発信型ネットワークの充
実を目指す。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 2,666 2,184

芦屋市地域発信型ネットワークの改編
①地域ケアシステム検討委員会　3回開催
②ミニ地域ケア会議　11回
③小地域ブロック連絡会　8回
④改編プロジェクト会議　6回

高齢者支援・障がい者支援・こども支援・
権利擁護支援と連携を図った。

児童，高齢者，障がい者に関する地域での
課題解決のため，改編された地域発信型
ネットワークの充実を目指す。

73
要保護児童対策地域協議会
＜再掲＞

こども課

児童虐待や非行など保護を要する児童や出産前か
ら児童の養育に支援が必要と思われる妊婦などに
関する諸問題について，関係機関が連携して組織
的に対応し，当該児童及び妊婦の早期発見及び適
切な保護を図る。

実施
（年５回）

充実
（６回，個別
ケース検討会
議４７回）

達成または
達成予定

継続
事業No12で

一括計上
事業No12で

一括計上

・代表者会議１回・実務者会議４回・主催
講演会１回開催・個別ケース検討会議４７
回
・児童虐待防止，ＤＶ防止街頭キャンペー
ンの実施（２１年度からキャンペーン活動
を実施）

ＤＶ防止キャンペーンと児童虐待防止キャ
ンペーンを協働して行い，効果的な啓発に
取り組めた。児童虐待防止対策支援事業
（国補助）を活用して，研修会，啓発リー
フレットを製作し，児童虐待防止のキャン
ペーンを実施し啓発強化に取り組むことが
できた。

児童家庭相談システムの導入を行い，相談
や通報対応を迅速に管理し，実務者会議で
のケースの進行管理についてきめ細やかな
対応を図っていく。

75

子育て支援活動のネットワー
ク（次世代育成支援対策推進
協議会）
＜再掲＞

こども政策
課

地域における次世代育成支援対策の実施，推進に
向けて，地域の子育て関係機関のネットワーク化
を図る。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 16 11

６月末に推進協議会を実施し，２４年度に
策定した次世代別冊の「子ども・若者育成
支援編」について，子ども・子育て支援新
制度について，２４年度に力を入れて取り
組んだ子育て支援事業について説明し，協
議会メンバーから様々な意見をいただくこ
とができた。

実際に事業を展開している関係課の方々に
も6月の推進協議会に出席いただき現状説
明してもらうことで，より分かりやすく具
体的な事業内容について紹介することがで
きた。
また推進協議会を通じて，地域の課題など
も直接聞き取ることができた。

次世代育成支援対策推進行動計画にある事
業についてはだいぶ推進できているため，
推進協議会を通じて子育て支援団体との更
なる連携を図っていきたい。

81
生徒指導連絡協議会
＜再掲＞

学校教育課
青少年の問題行動の広域化，集団化に対応するた
め，生徒指導主事による意見交換，情報交換等を
行う。

実施
（年１１回）

継続
達成または
達成予定

継続 － －

いじめについてのアンケートを継続実施
し，状況を把握するとともに，問題行動を
未然に防ぐため生徒指導連絡協議会で関係
機関と情報交換し，連携強化を図った。

関係機関との連携強化を図り，組織で対応
するシステムの構築に努めた。

継続して実施

84
青少年育成愛護委員会及び協
会の活動
＜再掲＞

青少年愛護
センター

青少年の健全育成のために，地域における相談，
見回り，環境浄化等，様々な活動を行う。

実施 継続
達成または
達成予定

継続
事業

№256で計
上

事業
№256で計

上

・委員会総会，協会総会を年１回開催
・委員会の役員会(班長会)，班集会及び協
会の理事会を毎月１回開催
・朝のあいさつ運動，児童下校時の見守り
活動，昼間の通学路の安全点検，公園遊具
の点検，清掃活動などを兼ねたパトロー
ル，夜間のパトロールを実施
　市立幼稚園でのあいさつ運動及び市立保
育所で５歳児の保護者会での愛護活動，愛
護委員の紹介を継続して行った。
愛護委員
平成２３年度１６９名
平成２４年度１８３名
平成２４年度１９０名

・街頭巡視活動の中で，随時実施した。
・保育所５歳児の保護者会で，愛護活動等
についての周知を図った。
・地域における，街頭巡視活動等を通じ
て，愛護活動の周知,啓発ができた。

継続して実施
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事業
No.

事業名 担当課 事業内容
平成23年度

(計画策定時)
実績

平成25年度
実績

平成26年度目
標に対する見

込み

平成26年度
目標

平成25年度
歳出予算

平成25年度
歳出決算

平成25年度実施状況
25年度実施状況において，26年度目標（達
成）に対して努力した点・未達成の理由等

平成26年度における事業推進の目標

194
子ども会連絡協議会への支援
＜再掲＞

青少年育成
課

育成指導者の研修，指導助言と助成を行う。育成
者，指導者，ジュニアリーダー研修，安全教育研
修，子ども代表者会議の開催を行う。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 250 250

育成指導者の研修・指導助言と助成
(育成者,指導者,Ｊﾘｰﾀﾞｰ会議,安全教育研
修)
■行事関係
○５.５フェスタ２０１３（5月5日）
　体育館・青少年センター
○元気しんぶん（夏・冬号）発行
○夏の交歓キャンプ(8月19日～20日)
　かどのの郷　参加者90名
○将棋教室・大会(7月25日・26日・29日)
　コミスク共催事業86名
○オセロ大会8月31日
　体育館・青少年センター38名
○秋まつり子どもみこし10月13日
　9基574名
○阪神ブロックオセロ大会　11月25日
○尼崎との交流雪遊び2月22日～23日
　尼崎市立美方高原自然の家　参加者34名

今後もリーダー養成を兼ねて，事業を展開
していく。

今後もリーダー養成を兼ねて，事業を展開
していく。

207
関係機関の連携による環境浄
化活動
＜再掲＞

青少年愛護
センター

青少年の健全育成のために，行政，警察，家庭，
学校，地域及び関係機関が連携を図り，地域ぐる
みで環境浄化活動を推進する。

実施 継続
達成または
達成予定

継続 － －
・市内合同パトロールの実施
・三市合同パトロ-ルの実施（西宮・尼
崎・芦屋）

継続して取り組めている。 継続して実施

231
関係機関と連携し，
就労支援のための情報提供
＜再掲＞

経済課
ハローワーク等と連携を図り，就労に関する情報
提供や幅広い就労支援を行う。

実施 実施
達成または
達成予定

継続 50 50

求人情報を窓口に設置し情報提供に努め
た。また，ハローワーク西宮のマザーズ
コーナーの協力を得て，再就職支援に向け
た個別相談も実施した。

こども課や文化センターなど求人情報を必
要としている窓口に設置するなど情報提供
の門戸を広げ情報提供に努めた。

一層の情報提供に努める。

269
福祉職員等の人材育成と資質
の向上

人事課
地域福祉課
こども課

どのような課題にも対応できるように職員の資質
や対応の向上を図るため研修の充実を図る。

実施 充実
達成または
達成予定

充実 － －

◆福祉業務関連の講座を実施した。(人事
課)
◆関連各課からの連携されたケースに対す
る対応を返信する様式の作成(地域福祉課)
◆担当者以外でも昼休みも窓口応対できる
ように研修を行った。(こども課)

◆本市の福祉現場を把握するとともに，知
識を深めることで，窓口等の市民サービス
の向上を図ることができた。(人事課)
◆新たな様式作成による福祉部門と関係各
課との連携強化による資質向上(地域福祉
課)
◆担当者以外でもわかりやすいように昼窓
応対用マニュアルを作成した。(こども課)

◆病院，福祉，消防，教職員などの特定職
業従事者の職種に特化した人権研修を実施
し，人権に対する意識の面からも，職員間
で共有を図りたい。(人事課)
◆福祉部内新任職員向け研修の実施
研修等の継続実施(地域福祉課)
◆引き続き，窓口応対を適切かつ丁寧な応
対に努める。(こども課)

270
協働で課題を解決する取り組
みの推進

地域福祉課

トータルサポートの仕組みを通じて市役所内の連
携を強化するとともに，関係機関や地域等との連
携を進め，困難な状況にある若者のニーズや課題
に対して，協働して解決する取組を進める。

実施 充実
達成または
達成予定

充実 － －

・民生・児童委員向け研修の実施
・地域における会議への参加
・相談支援件数　１８４人
（内訳：高齢者８３人・障がい者３２人
障がい児４人・こども９人・制度外５６
人）

・庁内外を問わない連携による個別支援の
実施の継続
・地域で行われる会議への積極的参加

生活困窮者自立支援法の施行に伴う庁内体
制整備の準備を通じた連携の強化

271 若者支援の実態把握
青少年育成
課

ＮＰＯ及び市民・団体等が実施している若者支援
の実態把握をし，次世代後期計画の若者施策の推
進に反映させる。

未実施 実施
達成または
達成予定

実施 － －

神戸市ひきこもり地域支援センターや西宮
若者サポートステーション等の視察及び市
内相談機関との連携を実施。民生・児童委
員への若者実態のアンケート調査を実施。

どうすれば支援の必要な若者の実態把握が
できるか検討した結果，民生委員へのアン
ケートを実施した。

アンケートの回答率は低かったが，少数で
もひきこもりの若者は存在することが分
かったため，今後も実態把握に努める。市
内のＮＰＯ団体等の調査を行う。
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